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2 0 K g / 袋 当 た り の 目 安2 0 K g / 袋 当 た り の 目 安

約 6 箱約 6 箱

約 5 箱約 5 箱ＪＡ 培 土ＪＡ 培 土

トーヨー
粒状培土1号
トーヨー
粒状培土1号 ユーキ鉄ケイカル全

品
種

選
択

2727
3232
25 2550

Ca：34，Si：23他

ノビエ、キシュウス
ズメノヒエ、ホタルイ、

ウリカワ、
広葉一年生雑草
広葉一年生雑草、
ホタルイ
ウリカワ
オモダカ

ウキクサ類
藻類

小包装（パック）１０個（300g）/１０ａ
1回

（移植後30日までに使用）

500㎖／１０ａ
1回

（移植後30日までに使用）

100㎖／１０ａ
2回以内

（収穫30日前までに使用）

1,000㎖／１０ａ
2回以内

（収穫50日前までに使用）

3～4kg／１０ａ
1回

（収穫60日前までに使用）

2～3kg／１０ａ
3回以内

（収穫45日前までに使用）

1kg／１０ａ
1回

（移植後30日までに使用）

1kg／１０ａ
2回以内

（収穫30日前までに使用）

ラオウ
1キロ粒剤

クリンチャー
1キロ粒剤

バサグラン
粒剤

モゲトン粒剤

クリンチャー
EW

クリンチャーバス
ME液剤

藻類が繁茂した後の散布では効果が劣るので、発生始めまでに散布する。
散布後３～４日間は水深３～５ｃｍの湛水を保つ。
田植同時散布機で施用又は湛水して手まきもしくは散粒機等で
均一に散布する。
異常高温又は異常低温時は薬害発生の恐れがあるため、使用しない。
広葉雑草の多発田では使用を避ける。
散布後3～4日間は湛水状態（3～5cm）を保つ。
ノビエ３葉期までの使用とする。
使用の際は、展着剤を加用する。
湛水または落水状態で、25～100ℓの水に溶き、噴霧器で散布する。
ノビエ5葉期までの使用とする。
落水又は浅く湛水した状態で、70～100ℓの水に溶き、噴霧器等で散布する。
落水状態で散布し、3日間はそれ以上の落水・入水等はしない。落水が
できない場合は浅水状態で散布し、5日間は落水・入水等はしない。
ノビエ４葉期までの使用とする。

落水又はごく浅く湛水して手まき又は散粒機で均一に
散布する。
落水直後処理とし、散布後３日間は入水はしない。

移植直後
～９日

移 植 後
7日以降

移 植 後
20日以降

移 植 後
20日以降

移 植 後
20～30日

移 植 後
20日以降

発 生 時

カチボシ
Lジャンボ

ジェイソウル
フロアブル

※１ ※３

※１ ※２ ※３

※１ ※３

ノビエ、アゼガヤ、
キシュウスズメノヒエ
ノビエ、アゼガヤ、
キシュウスズメノヒエ

水田一年生雑草、
マツバイ、
ホタルイ、
ウリカワ、
ミズガヤツリ、
ヒルムシロ、
クログワイ、
セリ

水田一年生雑草、
マツバイ、
ホタルイ、
ウリカワ、
ミズガヤツリ、
ヒルムシロ、
クログワイ、
セリ※

水田一年生雑草、
マツバイ、ホタルイ、

オモダカ

水田一年生雑草、
マツバイ、ホタルイ、

オモダカ

セカンドショットＳ
ジャンボＭＸ

小包装（パック）2０個（500g）/１０ａ
1回

（収穫45日前までに使用）

散布直前から3～4日間は水深5～6ｃｍの湛水を保つ。
湛水して畦畔から小包装のまま10aあたり10個の割合で均等に
投げ入れる。
藻や浮草が発生している水田では、拡散が不十分となり、薬害の
発生や効果が劣る可能性があるので、使用しない。

散布後3～4日は水深3～5cmを保ち、1週間は落水やかけ流し
をしない。
藻や浮草が発生している水田では、拡散効果が低下し、薬害や
効果不良の恐れがあるので使用しない。

※2

※3
散布直前から3～4日間は水深5～6ｃｍの湛水を保つ。
湛水して畦畔から小包装のまま10aあたり20個の割合で均等に
投げ入れる。
藻や浮草が発生している水田では、拡散が不十分となり、薬害
の発生や効果が劣る可能性があるので、使用しない。

散布は雑草が水没する程度の湛水状態で行い、散布後３～４日間
は水の移動（入水、落水等）をしない。

移 植 後
20日以降

一年生雑草、
オモダカ、ホタルイ、

ウリカワ、
藻類による表層はく離

250ｇ/10a
1回

（収穫60日前までに使用）

ツイゲキ豆つぶ
250

水深５～６ｃｍの湛水状態で散布し、散布後３～４日間は水深
３～５ｃｍを保つ。
異常高温時は薬害の発生の恐れがあるため、使用を避ける。
ノビエ４葉期までの使用とする。

ノビエ３葉期までの使用とする。

（基肥は、側条施肥における施用量を記載）

35 35

3055

基肥
（側条施肥）

ヒノヒカリ

中生一発（J）
さぬきの米一発（J）
スーパーブレンドLP40 55 30

36 36

25
70 35 25 10

基肥
（側条施肥）

基肥
（側条施肥）

あきさかり一発

あきさかり

40 40
75 40 35

基肥
（側条施肥）

砂地で薬害がでやすい地域やスクミリンゴガイが多発しているため湛水できないほ場では、田植後５日以降に除草剤を使用する。
ジャンボ剤のパックのフィルムは水溶性なので、濡れた手で作業したり、降雨で破裂することのないように注意する。
砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い、植穴の戻りの悪い水田は使用を避ける。

※1. 
※2.
※３．

Ｊコート早生1号、Ｊコート777、中生一発（J）及びさぬきの米一発（J））
側条施肥でない手散布等の場合は、基肥量を1割程度増肥する。

水田では、肥料成分溶出後の被膜殻が浮上することがあるので、被覆殻をほ場外へ流出させないように注意する。

のため、荒起しの時に施用する。

ス ク ミ ノ ン

パ ダ ン 粒 剤 ４

い も ち 病

ロ ミ カ 粒 剤

ス ク ミ リ ン ゴ ガ イ
（ ジ ャン ボ タ ニ シ ）

ウンカ類・コブノメイガ・
カ メ ム シ 類

ニカメイチュウ・イネツトムシ・
コブノメイガ・アザミウマ類

い もち 病・紋 枯 病・
ウンカ類・カメムシ類

紋 枯 病

リ ン バ ー 粒 剤

バリダシン粉剤 D L
や

中
山
間
地

平
坦
地

田植え当日

出穂直前

出穂
10～20日後

防 除 時 期

防 除 時 期

対 象 病 害 虫

対 象 病 害 虫

農薬名

農薬名

使用基準 注　　意　　事　　項

使用基準 注　　意　　事　　項

いもち病、もみ枯細菌病、
イネミズゾウムシ、ウン
カ類、ツマグロヨコバイ
いもち病、紋枯病、
イネミズゾウムシ、
ウンカ類、コブノメイガ

Dr.オリゼスタークル箱粒剤

ビルダーフェルテラチェスＧＴ粒剤

50g／箱
1回

50g／箱
1回

○粉剤・フロアブルは株全体に均一にかかるように、
　ていねいに散布する。
○粉剤・フロアブルは周辺の作物や環境に十分配慮し、
　飛散しないよう風が無い時などに散布する。

○粒剤を使用する場合は、湛水状態で均一に散布する。
○スタークルは混合剤を含めて、３回までの使用とする。
○ミツバチに影響があるので、養蜂がある場合は、飛散
　しないように注意する。

○

○
○

○

○

○
○
○

出穂後にまん延の兆しが見え、散布の必要を認めた場合は
バリダシンを遅くとも出穂10日後までに散布する。

粉剤は株全体に均一にかかるように、ていねいに散布する。

いもち病、紋枯病、
もみ枯細菌病、ウンカ類、
ツマグロヨコバイ、カメムシ類

いもち病、紋枯病、カメムシ類、
ウンカ類、ツマグロヨコバイ

カメムシ類、ウンカ類

スタークル粒剤（粉剤ＤＬ）

スタークル顆粒水溶剤

3kg／10a
収穫7日前まで3回以内

2,000倍
収穫7日前まで3回以内

収穫7日前まで3回以内スタークル豆つぶ 250g／10a

ビビフルフロアブル 多量散布や重複散布にならないようにする。
倒伏の軽減を必要とする部分のみ散布可能。

○３～５ｃｍの湛水状態で均一に散布し、散布後７日
間は落水・かけ流しを行わない。
○使用量を厳守し、均一に散布する。
○本剤を使用した水田の土壌は野菜育苗の培土に使用しない。

湛水状態で散布し、散布後7日間は湛水状態にして、落水・かけ流しを行わない。

被害が多発するほ場では、田植え当日に使用する。
水田以外には絶対に使用しない。

出穂10～2日前

出穂25～10日前まで 1回

1回（薬量）75～100㎖／10a
（水量）50～150ℓ／10a

タチガレエースM液剤

ダコレート水和剤

スミチオン乳剤

（50㎖／水10ℓ）
200倍

（17g／水10ℓ）
600倍

浸種前／1回

発芽後／1回
播種時又は

／2回以内
播種時～緑化期

（10㎖／水10ℓ）
1,000倍

（20～10㎖／水10ℓ）
500～1,000倍

テクリードCフロアブル

心枯線虫病

苗立枯病

対象病害虫

対象病害虫

注　　意　　事　　項

注　　意　　事　　項

使用基準

使用基準

○混合液10ℓに対し種籾5kgの割合とする。
○薬液の温度は15℃以下にならないようにする。
○残液は河川、用水路、ため池に捨てない。

○１箱当たり500㎖灌注する。
○培土が砂壌土の場合は薬害が発生する恐れが
　あるのでダコレート水和剤を使用する。

○老化苗、軟弱徒長苗、露のある場合には薬害の
　おそれがあるので注意する。
○本田には直接散布しない。
○苗箱防除は、本田防除との体系処理で使用する。

○１箱当たり500㎖灌注する。
○播種14日後までに使用する。

消毒時間

24時間

農薬名

農 薬 名

ブラシンフロアブル

ブ ラシン 粉 剤 D L

バリダシン 液 剤 5

（100㎖／水100ℓ）

（100㎖／水100ℓ）

1000倍

（100㎖／水100ℓ）
1000倍

1000倍

3～4kg／10a

3～4kg／10a

3～4kg／10a

2～3kg／10a
（湛水状態で散布する）

1～4kg／10a

3～4kg／10a

2 5 0 g／1 0 a

ト レ ボ ン E W

ワイドパンチ豆つぶ

移植後
（収穫60日前まで）

2回以内

収穫30日前まで
6回以内

収穫30日前まで
2回以内

収穫14日前まで
3回以内

収穫35日前まで
1回以内

収穫7日前まで
2回以内

収穫14日前まで
5回以内

いもち病、ごま葉枯病、
ばか苗病、もみ枯細菌病

出穂20～15日前 ○水深3㎝程度まで水をためて均一に散布し、散布後7
日間は落水、かけ流しを行わない。

○殺菌剤・殺虫剤の混合で使用
○株元、葉鞘部に対して散布むらがないよう全体に均一
に散布する。
○粉剤は株全体に均一にかかるように、ていねいに散布する。
○粉剤は周辺の作物や環境に配慮し、対象ほ場外に飛
散しないよう風が無い時などに散布する。

○ミツバチに影響があるので、養蜂がある場合、飛散し
ないように注意する。

いもち病、紋枯病、稲こうじ病、ウンカ類、
カメムシ類、ツマグロヨコバイ

3kg／10a
収穫45日前まで１回

1,000倍
穂揃期までに2回以内

ダブルカットバリダトレボン粉剤３DL

ダブルカットバリダフロアブル

ゴウケツモンスター粒剤

スタークル顆粒水溶剤 2,000倍
収穫7日前まで3回以内

3～4kg／10a
穂揃期まで２回以内

3cm以上の湛水状態で均一に散布し、散布後
7日間は落水・かけ流しを行わない。

○3cm以上の湛水状態で均一に散布し、散布後
7日間は落水・かけ流しを行わない。

○株元、葉鞘に対して散布むらがないよう均一に散布する。

基肥・土壌改良資材

基肥・土壌改良資材

あきさかり

（中山間地域）

（平坦地域）

必須防除二回目
（カメムシ）

田干し

田干し

田干し

田植え直後～１４日後頃まで 田植後１５日～２４日頃まで 田植後２５日～出穂３０日前頃まで 出穂３０日前～出穂１１日前頃まで 出穂１０日前～出穂後１０日頃 出穂１１日後～収穫（７日前落水）

注）　　の高さは、水の深さを表す。

落水

落水

落水

落水

落水

（早期栽培を除く）

必須防除一回目
（粒剤の場合）

必須防除一回目
（液剤・粉剤の場合）

必須防除一回目
（粒剤の場合）

必須防除一回目
（粒剤の場合）

必須防除一回目
（液剤・粉剤の場合）

必須防除一回目
（液剤・粉剤の場合）

必須防除二回目
（カメムシ）

間断灌水 間断灌水 間断灌水

必須防除一回目
（粒剤の場合）

必須防除二回目
（カメムシ）

基肥・土壌改良資材 田干し

必須防除一回目
（液剤・粉剤の場合）

必須防除二回目
（カメムシ）

基肥・土壌改良資材

令和7年産
い も ち 病

葉
い
も
ち

穂
い
も
ち 3葉期

（ホソバヒメミソハギ）
ヒメミソハギ 類

（ジャンボタニシ）
スクミリンゴガイ

※ゴウケツモンスター粒剤による防除は出穂20～15日前、収穫45日前までに実施。
注1）出穂期は、ほ場全体で4割～5割が出穂（穂が少しでも見えている茎を含む）した時期。 注2

5／1

6／15

6／15

6／20

6／25

倒伏しやすい

いもち病に弱い

紋枯病に弱い

いもち病にやや弱い

いもち病に弱い

7／2

（落水期）出穂期施肥Ⅱ施肥Ⅰ田干し期間田植え日注意点品種名 成熟期 刈取り適期水分

7／28

7／26

8／9

8／13

7／18

8／13

8／13

8／27

8／31

8／12～

9／8～

9／12～

9／24～

10／3～

2 6%

2 6%

2 6%

2 7%

2 7%

8／17

8／21

6／5～6／15

7／10～7／19

7／10～7／18

7／20～8／2

7／25～8／8

粒剤防除※
6／28～7／3

7／24～7／29

7／24～7／29

8／7～8／12

8／11～8／16

8／19～8／21

9／15～9／17

9／19～9／21

10／1～10／5

10／11

15

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

コシヒカリ（早期栽培）

コシヒカリ（短期栽培）

あ きさかり

ヒノヒ カ リ

クレナイモチ

近年農作業中の事故・トラブル等が多発していますので、安全面・周囲の環境に配慮した農作業を心掛けましょう。

農薬散布の際には、近接ほ場の栽培作物に農薬が飛散しないよう細心の注意を払いましょう。

間断灌水極端な田干しは避け、

ＪＡ香川県中讃営農センター（仲多度用）
香川県中讃農業改良普及センター監修
病害虫の発生状況については
最新の香川県病害虫防除所の
ホームページをご覧下さい。

各地区の水稲栽培
のしおりがご覧に
なれます。


